
＜主な業務内容＞ 

土木工事・舗装工事・解体工事

〈KES ステップ 1 登録日〉 

2010 年 8 月 1 日 

KES 登録事業所訪問記 vol.32 

 

株式会社加治木建設 

  

 

 

 
 

 

今回お邪魔したのは、鹿児島市坂之上 4 丁目にある株式会社加治木建設様です。 

 

 KES に取り組むきっかけは、建設組合で何社か集まった際に話を聞き、その後、合同のコン

サルを受けた後に始めました。とのことです。 

 

 

 「取り組み始めてからは、何をするにも『気にする』ようになりました。

これは、無駄ではないか、もっと削減できることはないか･･･と常に頭に

ありますよ。」と環境管理担当者でもある、奥様。 

 年々、グリーンカーテンにも力が入って行き、当初は東側のベランダだ

けだったのが、最近では西日も強いということから、範囲を広げたとのこ

と。お伺いしたときはシーズンも終わり、綺麗に片付けた状態でした。来年は新しい種類の植物

にチャレンジ予定とのこと。毎年、楽しんで取り組んでいらっしゃる雰囲気が伝わってきました。 

 

 「KES 取得から 3 年が経ち、1,2 年目の頃のように削減率が大きく変わることもなく、今は 

とにかく『現状維持』のような状態です。」と、社長がお話くださいました。 

 週に一度、環境や安全に関する話を社員にされるらしく、その中でも、常に伝えることは、 

加治木社長（左）と奥様

全てに繋がる 



「整理整頓」を心がけるということ。 

 「現場はもちろん、事務所や身の回りの整理整頓を徹底させています。これは、安全に繋がり、

周囲への配慮ができているという意味でもあります。当然、スペースが広く使え、無駄なものが

減るのでコストダウンにも繋がります。」とのこと。確かに、事務所にお伺いした際に、「スッキ

リしているなぁ」と感じたのは、常に整理整頓に気を配っていらっしゃる証拠なのだと、感じま

した。 

 主に、市の道路や駐車場・歩道工事をされているとのことです。私たちも、運転しているとよ

く道路を工事している横を通る場面がありますが、狭いスペースでの工事などで「整理整頓」が

出来なければ、安全に作業を進められません。また、日頃から身についていれば限られたスペー

スを上手に使うことも出来ます。 

 「整理整頓は全てのことに繋がるのですよ」という、社長の言葉に周囲に気を配る思いやりを

感じました。 

 

  

 頂いた名刺にも書かれているこの言葉。学生時代は、バスケットをされていたという社長。ス

ポーツをされていたときからの、「座右の銘」かと思いきや、仕事を始めてから強く思うように

なったとのことです。 

 

 「例えば、公園の工事をするとします。そのことで私たちは収入を得ます。公園が出来ると、

その周囲の方々が喜びます。その姿を見ると従業員も喜びます。そして、また次の仕事をするエ

ネルギーになります。一見、自分のためだけの様に思えることも、多くの人のためになっている

ことが多いとつくづく思います。」と責任ある立場だからこそ、強く感じられるのだろうと思い

ました。道路や公園を使う側の私としては、当然そんな風に思いながら作業をされているとは考

えていなかったので、今回、道路や公園を作る側の思いを知ることが出来て、新しい発見をした

気持ちになり、とても嬉しく感じました。 

  

 終始和やかな雰囲気の中、お話を伺うことが出来ました。 

今回も貴重なお時間に、取材へのご協力いただき本当にありがとうございました。 
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